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までの経過と 2016 年前期のワークショップの取り組みについて詳述する。 
  
2. 小学校英語ワークショップ 
2.1. 2015 年の活動 











 表 1 2015 年度小学校英語ワークショップ概要 
 第 1 回 
10 月 24 日（土） 
第 2 回 
11 月 14 日（土） 
第 3 回 
11 月 24 日（土） 
第 4 回 
12 月 5 日（土） 


























2.2. 2016 年度の活動 





















  表 2  2016 年度前期のワークショップ概要 
 第 1 回 
6 月 4 日（土） 
第 2 回 
6 月 11 日（土） 



























4 年生 A 「低学年はストーリーを活用することで，児童が意欲的に自然な英語を発することが改
めて実感できた。」 
  




4 年生 C 「パスポートを使って出入国をすることでリアリティのある活動ができた。」 
   






写真 1 低学年の活動の様子（ゲームの場面） 
写真 2 高学年の活動の様子（入国審査の場面） 
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ョンアプリ LINE で配信した。また，モデルとなった 4 年生から教室英語に関するレッスンを受けた
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